
皆様には、ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。
2009 年 5 月期第２四半期（2008 年 6 月 1 日から 2008 年 11 月 30 日まで）のビジネスレポートをお届けするにあ
たり、ご挨拶をかね、営業の概況等についてご報告申しあげます。
当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界経済における金融不安の高まりの中、輸出や生産の減少などの
景気減速傾向が継続しており、先行きの下振れ懸念が拡大しております。
医療業界におきましては、2008 年４月に行われた診療報酬改訂の影響が出てきており、当社グループにおいては、販
売価格の引き下げ要求や原油・原料価格の高騰による仕入れ価格の上昇傾向としての影響が見られました。
このような状況の中、当社グループは 2008 年７月に発表しました中期経営計画「Re-Growth10」をスタートさせ「ト
ータル・メディカル・サポート（総合医療支援）企業」として更なる成長を目指し、中核事業基盤の再強化の施策を進
めております。
この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は 168 億 35 百万円（前年同期比 0.7％減）となりました。利益
面につきましては、医療機器部門全般における競争激化や仕入れ価格の高騰などマイナス要因が起因し、また、営業力
強化を目的とした販売管理費の増加が先行したこと等により、営業利益 35 百万円（前年同期比 80.8％減）、経常利益
78 百万円（前年同期比 64.6％減）、四半期純利益 30 百万円（前年同期比 73.7％減）となりました。
また、総資産は 127 億 76 百万円となり、前連結会計年度末に比べて 19 億 19 百万円減少いたしました。流動資産は、
主に現金及び預金の減少、金銭信託償還による有価証券の減少等により 91 億 67 百万円となりました。固定資産は、
鹿児島営業所移転に伴う土地等の増加、医療モール建設費用の発生および基幹シ
ステム改修によるソフトウェアの増加等により 36 億８百万円となりました。
負債は、支払手形及び買掛金の減少等により、前連結会計年度末に比べて 18 億
26 百万円減少し、77 億 44 百万円となりました。また、純資産は、前連結会計年
度末に比べて 93 百万円減少し、50 億 31 百万円となり、自己資本比率は 39.4％
となりました。
なお、通期の連結業績予想につきましては、当社グループを取り巻く環境は依然
として厳しい状況ではあるものの、営業展開・商談案件の獲得など販売推進によ
る売上増大、仕入価格上昇分の販売価格への転嫁などによる売上総利益率の改善、
コスト削減による利益確保などの施策を推進し、期初予想である売上高 386 億
22 百万円、営業利益 3 億 8 百万円、経常利益 3 億 75 百万円、当期純利益 2 億
20 百万円の達成に向け取り組むこととし、現時点での変更はございません。
株主の皆様には、今後とも御支援いただきますようお願い申しあげます。

2009 年 2 月

Top Messageトップメッセージ

代表取締役社長
山下　尚登
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一般機器分野
2,845百万円

16.9％

一般消耗品分野
8,491百万円

50.4％

低侵襲
治療分野
3,641百万円

21.6％

メディカル
サービス分野
1,236百万円

7.4％

医療機器部門
16,214百万円
96.3％

Business Segment Overview部門別の状況（連結）　

●一般機器分野

●低侵襲治療分野

●一般消耗品分野

●メディカルサービス分野

医療機器部門 医療情報部門

医療コラム 地域医療への取り組み

一般機器分野では、理化学検査機
器の期間的需要減少がみられ28億
45百万円（前年同期比2.1％減）
となりました。

一般消耗品分野では、医療機関物品管理
（ＳＰＤ）契約施設への販売が期初の見込
みを下回ったものの、その他の医療機関
の底堅い需要に支えられ、84 億 91 百万
円（前年同期比 1.7％増）となりました。

低侵襲治療分野では、消化器内視
鏡用処置具の拡販等により36億41
百万円（前年同期比0.5％増）とな
りました。

メディカルサービス分野では、医療ガ
ス設備工事案件および放射線機器等の
期間的減少がみられ12億36百万円（前
年同期比20.1％減）となりました。

医療情報部門では、開業医市場にお
けるレセプトオンライン化による医
療事務用コンピュータの買い替え需
要および画像処理用装置の販売増加
等により６億20百万円（前年同期比
18.6％増）となりました。

売上高 162 億 14 百万円（前年同期比 1.3％減） 売上高 6 億 20 百万円
（前年同期比 18.6％増）　
医療情報部門
620百万円
3.7％

　2008 年 4 月より特定健康診査がスタートするなど、糖尿病や高脂血症、高血圧、肥満などの生活習慣病にかかるリスクを適切に予防し、
かつ治療を行っていく体制が推進されております。
　地域の中での取り組みの一つに、糖尿病の患者さんの食事療法や運動療法に対する指導や薬による治療を、個別の医療機関がそれぞ
れ行うだけではなく、基幹病院や診療所などが連携して行っていくといった体制が整備されようとして
います。当社も、地域の基幹施設である医療機関からの要請にお応えするかたちで、指導や治療に必要
とされる患者さんの日々の血糖値や食事の内容、運動（消費カロリー）の状況など、これまで患者さん
がそれぞれの医療機関に申請し個別に管理されていたデータを、一つのデータベースとして取りまとめ、
連携する医療機関で相互に確認することができるシステムを構築するプロジェクトに参画し、ＩＴシス
テム面でのサポートを行っております。
　このシステムは、地域ぐるみで取り組む糖尿病診療体制の充実を目指したものです。例えば、基幹病
院の糖尿病専門の先生がそれぞれの患者さんの情報を確認し、その患者さんに合った指導や治療内容を
助言することにより、患者さんご自身は近くのかかりつけの先生のところで、効果的な指導や治療を受
けることが可能となります。また患者さんの病気の状況に応じて専門病院での治療が必要な場合にも、
それまでの指導や治療の過程を、システムを介して確認することが可能となり、患者さんが効果的で継
続的な治療を受けやすい医療環境の提供につながってまいります。
　当社グループは、医療機器の安定的供給という本業での社会的な役割に留まらず、医療機関と共に地
域医療に貢献できる存在でありたいと考え、その一助となるような活動を今後も行ってまいります。
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第２四半期連結貸借対照表

科　　目 前期（ご参考）
（08 年 5 月 31 日現在）

当第２四半期
（08 年 11 月 30 日現在）

資産の部
流動資産 11,371,261 9,167,531
固定資産 3,324,822 3,608,664
　有形固定資産 2,582,585 2,891,754
　無形固定資産 122,988 177,531
　投資その他の資産 619,247 539,378
資産合計 14,696,083 12,776,195
負債の部
流動負債 9,257,025 7,463,985
固定負債 313,583 280,548
負債合計 9,570,609 7,744,533
純資産の部
株主資本 4,975,252 4,928,727
　資本金 494,025 494,025
　資本剰余金 627,605 627,605
　利益剰余金 3,853,760 3,807,916
　自己株式 △ 138 △ 818
評価・換算差額等 150,222 102,606
　その他有価証券評価差額金 150,222 102,606
少数株主持分 ー 328
純資産合計 5,125,474 5,031,662
負債純資産合計 14,696,083 12,776,195

科　　目
前中間期（ご参考）

自 07 年　6 月　1 日
至 07 年 11 月 30 日

当第２四半期（累計）
自 08 年　6 月　1 日
至 08 年 11 月 30 日

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 221,074 △ 1,383,507
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 41,035 △ 425,831
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 126,900 △ 76,746
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 389,011 △ 1,886,085
現金及び現金同等物の期首残高 2,399,221 3,818,483
現金及び現金同等物の四半期末（中間期末）残高 2,010,210 1,932,398

科　　目
前中間期（ご参考）

自 07 年　6 月　1 日
至 07 年 11 月 30 日

当第２四半期（累計）
自 08 年　6 月　1 日
至 08 年 11 月 30 日

売上高 16,949,492 16,835,503
売上原価 14,662,846 14,602,032
売上総利益 2,286,645 2,233,470
販売費及び一般管理費 2,102,011 2,198,043
営業利益 184,634 35,427
営業外収益 38,985 51,823
営業外費用 3,055 9,111
経常利益 220,564 78,139
特別利益 3,267 ー
特別損失 ー 6,278
税金等調整前四半期（中間）純利益 223,832 71,861
法人税、住民税及び事業税 103,774 52,178
法人税等調整額 3,122 △ 11,389
少数株主利益 △ 152 328
四半期（中間）純利益 117,086 30,743
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Financial Statements財務データ　

第２四半期連結損益計算書

第２四半期連結キャッシュ・フロー計算書

売上高　　　　　　　　  （単位：百万円） 経常利益 ■総資産　　　　　　　 （単位：百万円）

■純資産　　　　　　　　■第２四半期（累計）　■通期
当期純利益
■第２四半期（累計）　■通期

■第２四半期（累計）　■通期

　（単位：百万円）

総資産は 127 億 76 百万円となり、前期末に比べて 19 億 19 百万円
減少いたしました。流動資産は、主に現金及び預金の減少、金銭信託
償還による有価証券の減少等により 91 億 67 百万円となりました。固
定資産は、鹿児島営業所移転に伴う土地等の増加、医療モール建設費
用の発生および基幹システム改修によるソフトウェアの増加等により
36 億８百万円となりました。
負債は、支払手形及び買掛金の減少等により、前期末に比べて 18 億
26 百万円減少し、77 億 44 百万円となりました。また、純資産は、
前期末に比べて 93 百万円減少し、50 億 31 百万円となり、自己資本
比率は 39.4％となりました。

営業活動によるキャッシュ・フロー
売上債権４億９百万円の減少、仕入債務 16 億 61 百万円の減少等によ
り、13 億 83 百万円減少いたしました。
投資活動によるキャッシュ・フロー
鹿児島営業所移転に伴う有形固定資産の取得および医療モール建設に
伴う建設仮勘定の増加による支出が３億 62 百万円、基幹システム改
修に伴う無形固定資産の取得による支出が 62 百万円あったこと等に
より、４億 25 百万円減少いたしました。
財務活動によるキャッシュ・フロー
株主配当金 76 百万円の支出等により、76 百万円減少いたしました。

売上高は 168 億 35 百万円となりました。利益面につきましては、医
療機器部門全般における競争激化や仕入れ価格の高騰などマイナス要
因が起因し、また、営業力強化を目的とした販売管理費の増加が先行
したこと等により、営業利益 35 百万円、経常利益 78 百万円、四半期
純利益 30 百万円となりました。

（単位：千円、千円未満切り捨て）

（単位：千円、千円未満切り捨て）（単位：千円、千円未満切り捨て）
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会社名 山下医科器械株式会社

YAMASHITA MEDICAL INSTRUMENTS CO.,LTD.

創業 1926(大正15)年8月

設立 1950(昭和25)年4月

資本金 4億9,402万5,000円

本店 〒857-8533
長崎県佐世保市湊町3番13号

福岡本社 〒810-0001
福岡県福岡市中央区天神1丁目4番2号　エルガーラ7F

従業員 497名（連結）

連結子会社 株式会社イーピーメディック

発行可能株式総数 8,000,000株

発行済株式の総数 2,553,000株

株主数 1,956名

大株主(上位10名)

株主名 　    持株数(株)  　 持株比率(%)

山下　尚登 448,300 17.56

山下　耕一 274,900 10.77

株式会社ミック 222,952 8.73

山下医科器械社員持株会 171,932 6.73

山下　弘高 80,000 3.13

オリンパスメディカルシステムズ株式会社 60,000 2.35

株式会社親和銀行 48,000 1.88

山下　浩 43,000 1.68

株式会社大黒 42,400 1.66

エスジーエスエス／エスジービーティー　ルクス 40,700 1.59

会社の概況

株式の状況

Corporate Data/Stock Information   会社概要・株式情報

その他の国内法人
377,452株

個人その他
1,853,427株

金融商品取引業者
11,223株
0.44%

外国法人等
45,398株
1.77%

金融機関
265,500株
10.40%

72.60%

14.79%

株式分布状況

山下医科器械株式会社
〒810-0001 福岡市中央区天神1丁目4番2号 エルガーラ７F
TEL092-726-8200／FAX092-726-8212

役員 代表取締役社長　　山下　尚登

取締役　　　　　　山下　耕一

取締役　　　　　　嘉村　厚　　　　

取締役　　　　　　土田　哲也

取締役　　　　　　佐田　高之

取締役　　　　　　吉野　敏彦

取締役　　　　　　北野　幸文

取締役　　　　　　伊藤　秀憲

取締役　　　　　　小髙　喜久夫

常勤監査役　　　　松尾　正剛　

監査役　　　　　　石橋　政宏

監査役　　　　　　山下　俊夫

http://www.yamashitaika.co.jp

事業年度 毎年6月1日から翌年5月31日まで
定時株主総会 毎年8月
基準日 定時株主総会　毎年5月31日

期末配当金　　毎年5月31日
中間配当金　　毎年11月30日

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目2番1号
事 務 取 扱 場 所 みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部
公告方法 電子公告の方法により行います。

ただし、やむを得ない事由により電子公告を
することができない場合は、日本経済新聞
に掲載します。
公告掲載の当社ホームページアドレス
http://www.yamashitaika.co.jp

単元株式数 100株

株主メモ

証券会社に口座をお持ちの場合 特別口座の場合

郵 便 物 送 付 先

お取引の証券会社になります。

〒 168-8507
東京都杉並区和泉 2-8-4

電話お問い合わせ先 0120-288-324（フリーダイヤル）

お 取 扱 店
みずほ信託銀行株式会社

全国各支店
みずほインベスターズ証券株式会社

本店および全国各支店

ご 注 意

未払配当金の支払、支払明細発
行については、右の「特別口座
の場合」の郵便物送付先・電話
お問い合わせ先・お取扱店をご
利用下さい。

単元未満株式の買取以外の株
式売買はできません。
電子化前の名義書換を失念して
お手元に他人名義の株券がある
場合は至急ご連絡下さい。

（2008 年 11 月 30 日現在）

（2008 年 11 月 30 日現在）
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